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ホ-ムペ-ジアドレス             
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

9/15現在 

父島 

89.58/100 

母島  

92.9/100 

 

8月気象状況  (父島) 

最高気温 34.2℃ 

最低気温 24.1℃ 

平均気温 28.4℃ 

平均湿度 84％ 

月降水量  86.0mm 

住民基本台帳登録者数(9/1) 

      2,457人 

      父島   母島         

 人口  2,061人  396人 

 世帯  1,242     260 

                   
 

                
 

            

  

10
月
17
日
は
、
日
本
政
府
が
小
笠
原
諸
島
（小
笠

原
島
）の
領
有
を
国
際
的
に
通
知
し
た
日
で
す
。 

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
１
８
７
６
（明
治
９
）年
10

月
17
日
に
日
本
政
府
が
関
係
各
国
に
対
し
て
小
笠

原
諸
島
（火
山
列
島
、
南
鳥
島
及
び
沖
ノ
鳥
島
を
除
く
）

の
領
有
を
通
告
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
小
笠

原
諸
島
が
日
本
領
で
あ
る
こ
と
が
国
際
的
に
確
定
さ

れ
、
今
日
の
小
笠
原
村
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え

ま
す
。
１
８
３
０
年
に
初
め
て
人
が
定
住
し
て
か
ら

４６
年
後
の
こ
と
で
し
た
。 

今
月
17
日
に
は
、
ぜ
ひ
小
笠
原
村
の
成
り
立
ち
や

先
人
た
ち
の
功
績
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

【小
笠
原
島
ゆ
か
り
の
人
々
（田
畑
道
夫
著
）か
ら
の

抜
粋
】 

 

明
治
九
年
（一
八
七
六
）一
月
、
田
辺
太
一
ら
の
調

査
書
と
、
四
省
（※
外
務
、
内
務
、
大
蔵
、
海
軍
）連
名

の
小
笠
原
島
開
拓
着
手
見
込
書
、
及
び
四
万
一
千
四

百
円
の
予
算
要
求
書
が
太
政
官
に
提
出
さ
れ
、
同
年

三
月
に
は
小
笠
原
島
の
主
管
を
内
務
省
に
決
定
し
た
。

七
月
に
は
「島
規
則
・港
規
則
・税
制
」を
公
示
し
、
八

月
に
は
小
笠
原
島
内
務
省
出
張
所
長
と
し
て
内
務
権

少
丞
の
小
花
作
助
（作
之
助
）を
任
命
し
た
。 

か
く
し
て
同
年
十
月
十
七
日
、
外
務
卿
の
寺
島
宗

則
は
、
英
国
、
伊
国
、
米
国
、
蘭
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ベ

ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
露
国
、
ペ
ル
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

仏
国
、
独
国
の
十
二
ヶ
国
に
「小
笠
原
島
諸
規
則
」を

送
り
、
「小
笠
原
島
の
日
本
に
よ
る
管
治
」を
通
告
す

る
と
共
に
、
官
庁
を
置
き
、
官
史
を
派
遣
し
て
直
轄

す
る
こ
と
を
通
知
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
英
国
と
米
国
か
ら
「治
外
法
権
」を

認
め
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
「認
め
ら
れ

な
い
」と
回
答
し
た
。
そ
の
後
何
等
の
異
議
を
唱
え
る

国
も
な
く
、
こ
こ
に
「小
笠
原
島
」の
日
本
領
が
確
定

し
た
の
で
あ
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

総
務
課 

 

２―

３
１
１
１ 

  

南
鳥
島
の
地
層
処
分
文
献
調
査
に
関
し
て
、
専
門

性
や
テ
ー
マ
に
分
け
た
「説
明
・議
論
の
場
」や
「勉
強

会
」、
「個
別
説
明
・意
見
交
換
会
」を
行
い
ま
す
。 

詳
細
は
別
途
、
チ
ラ
シ
配
布
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

掲
示
板
へ
の
掲
載
に
よ
り
周
知
い
た
し
ま
す
。 

【勉
強
会
】  

意
見
交
換
で
い
た
だ
い
た
提
案
等
を
踏
ま
え
、
地

層
処
分
関
係
に
限
定
し
な
い
内
容
で
勉
強
会
を
実
施

し
ま
す
。
今
回
は
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
概
要
と
現

状
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
お
よ
び
質
疑
応
答
を
実
施

し
ま
す
。 

《父
島
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

10
月
11
日
（日
）午
後
７
時 

《母
島
》母
島
村
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

10
月
12
日
（月
・祝
）午
後
７
時 

【説
明
・議
論
の
場
】 

日
本
に
お
け
る
地
層
処
分
に
適
し
た
地
層
環
境
を

テ
ー
マ
と
し
た
説
明
お
よ
び
質
疑
応
答
を
実
施
し
ま

す
。 《父

島
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 
 
 

①
10
月
14
日
（水
）午
後
２
時 

 
 
 

②
10
月
14
日
（水
）午
後
７
時 

《母
島
》母
島
村
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

①
10
月
16
日
（金
）午
後
２
時 

②
10
月
16
日
（金
）午
後
７
時 

【個
別
説
明
・意
見
交
換
会
】 

個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
少
人
数
を
対
象
と
し
た
説

明
・意
見
交
換
の
場
で
す
。
以
下
の
日
程
か
ら
ご
都
合

の
良
い
日
時
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（事
前
予
約
制
）  

 
《父
島
》村
役
場 

①
10
月
14
日
（水
）午
前
９
時
～
正
午 

 
 
 

②
10
月
15
日
（木
）午
後
２
時
～
８
時 

《母
島
》母
島
支
所 

①
10
月
17
日
（土
）午
前
９
時
～
午
後
１
時 

 
 
 

②
10
月
18
日
（日
）午
前
９
時
～
正
午 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２―

３
１
１
１ 

   

「境
界
地
域
の
未
来
に
む
け
て
」を
テ
ー
マ
に
移
住

定
住
や
境
界
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
議
論
を

し
ま
す
。 

参
加
者
全
員
で
の
全
体
討
論
も
行
う
た
め
、
実
際

に
境
界
地
域
で
生
活
す
る
皆
様
の
生
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
で
す
の
で
希
望
さ
れ
る

方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
登
録
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】
10
月
３
日
（土
）午
後
１
時
30
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
会
議
室 

   

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２―

３
１
１
１ 

  

村
議
会
議
員
全
員
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

方
式
で
「村
民
と
議
員
の
懇
談
会
」を
開
催
い
た
し
ま

す
。 今

回
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
運
営
員
会
で
取
り
組
ん

で
き
た
「議
員
報
酬
改
正
」の
報
告
も
行
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 

ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

※
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
と
は
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
少
人
数
で
対
話
を
繰

り
返
し
な
が
ら
多
様
な
意
見
や
知
識
を
共
有
す
る

手
法
で
す
。 

【テ
ー
マ
】『議
員
と
た
く
さ
ん
語
ろ
う
』  

【日
時
】 

 

《母
島
》
10
月
８
日
（木
）午
後
７
時 

 

《父
島
》
10
月
９
日
（金
）午
後
７
時 

【場
所
】 

 

《母
島
》母
島
村
民
会
館 

体
育
室 

 

《父
島
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

議
会
事
務
局 

 

２―

３
１
１
８ 

ＮＯ.７９９ 

令和８年（２０２６) 

 10/1(木) 

 

小笠原 -OGASAWARA- 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

小
笠
原
諸
島
の
日
本
領
有
１
５
０
周
年 

南
鳥
島
の
地
層
処
分
文
献
調
査
に
関
す
る

「
理
解
活
動
・
意
見
交
換
の
場
」 

 } 

境
界
地
域
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
６
＠
小
笠
原
開
催 

村
民
と
議
員
の
懇
談
会
の
開
催 
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都
の
無
償
化
に
倣
い
村
で
も
減
免
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、

11
月
検
針
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。 

【期
間
】
10
月
～
11
月
検
針
分 

【対
象
口
径
】
13
～
25
ミ
リ 

【減
免
額
（税
抜
）】 

〇
13
ミ
リ
、
９
０
０
円 

〇
20
ミ
リ
、
１
０
０
０
円 

〇
25
ミ
リ
、
２
６
０
０
円 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

建
設
水
道
課   

２―
３
１
１
５ 

母
島
支
所 

 

３―

２
１
１
１ 

   

10
月
か
ら
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（自
営
業

者
・農
業
者
・ア
ル
バ
イ
ト
・無
職
な
ど
）も
育
児
で
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
お
子
さ

ま
（実
子
・養
子
）を
育
て
て
い
る
方
（父
母
・養
父
母
）

は
申
請
す
る
こ
と
で
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

育
児
免
除
期
間
と
し
て
「保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
た
期
間
」は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。 

【対
象
期
間
】 

お
子
さ
ま
が
１
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
月 

（令
和
８
年
10
月
よ
り
前
か
ら
養
育
し
て
い
る
場
合

は
10
月
１
日
か
ら
１
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
） 

 

申
請
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
電
子
申
請
、
ま
た

は
届
書
（紙
）に
よ
る
窓
口
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。 

 

制
度
や
手
続
き
の
詳
細
は
「日
本
年
金
機
構
特
設
ペ

ー
ジ
」よ
り
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   
 

  

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

10
月
は
、
村
民
税
・都
民
税
・森
林
環
境
税(

第
３

期
）、
国
民
健
康
保
険
税(

第
３
期)

、
介
護
保
険
料

(

第
３
期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
２

期)

の
納
期
で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
11
月
２
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

財
政
課
税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

   
小
笠
原
村
で
は
、
夏
休
み
中
に
高
校
生
自
ら
が
企

画
立
案
す
る
体
験
等
の
機
会
に
対
し
て
財
政
支
援
を

行
う
、
お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
活
動

し
た
内
容
に
つ
い
て
、
高
校
生
が
発
表
す
る
成
果
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。
中
高
生
や
保
護
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。 

【日
時
】
10
月
12
日
（月
・祝
）午
後
２
時
～
４
時
ご
ろ 

【場
所
】村
役
場 

議
会
議
事
堂 

【発
表
予
定
者
】 

       

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 ２―

３
１
１
７ 

  

 

村
有
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま

す
。 

【施
設
名
】奥
村
運
動
場
、
ロ
ー
ス
記
念
館 

【管
理
期
間
】令
和
９
年
４
月
１
日(

木) 

～
令
和
12
年
３
月
31(

日) 

【応
募
期
間
】
10
月
９
日
（金
）～
30
日
（金
） 

【資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】 

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
母
島
支
所 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

            
 

母
島
支
所  

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

 

【施
設
名
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【管
理
期
間
】令
和
９
年
４
月
１
日(

木) 

～
令
和
12
年
３
月
31
日(

日) 

【応
募
期
間
】
10
月
13
日
（火
）～
30
日
（金
） 

【資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】村
民
課
福
祉
係 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
  

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

  

９
月
１
日
付 

【採
用
】 

《主
任
級
》 

医
療
課
診
療
所
係
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

 
 
 

西 

夏
実
（看
護
師
） 

９
月
30
日
付 

【退
職
】 

《係
長
級
》 

医
療
課
診
療
所
係
主
査 

泉 

静 

     

      

現
在
、
東
京
都
に
よ
り
父
島
・母
島
の
新
し
い
小
笠

原
住
宅
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
住

宅
の
管
理
に
関
す
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
東
京
都
職
員
が
来
島
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

た
場
合
、
説
明
会
を
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》
10
月
11
日
（日
）午
前
10
時 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

【母
島
】 

《日
時
》
10
月
12
日
（月
）午
後
３
時 

《場
所
》母
島
村
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経

営
部
住
宅
整
備
課 

 
 
 
 
 
 
   

０
３―

５
３
２
０―

４
９
８
６
（直
通
） 

１０
月
９
日
（金
）以
降
は
、
担
当
者
が
小
笠
原
村
に
渡

航
し
て
い
る
た
め
、
東
京
都
小
笠
原
支
庁
土
木
課
住

宅
担
当
２―

２
１
６
９
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

  

東
京
都
港
湾
局
で
は
、
東
京
都
無
電
柱
化
計
画
に

基
づ
き
、
母
島
沖
港
に
お
い
て
、
無
電
柱
化
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
工
事
の
着
手
に
あ
た
り
、
事
業
の
目
的
や

工
事
内
容
等
に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
た
め
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。 

【日
時
】
１０
月
１９
日
（月
） 

午
後
３
時
～
１
時
間
程
度 

午
後
７
時
～
１
時
間
程
度 

※
同
じ
内
容
で
２
回
開
催
し
ま
す
。  

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

水
道
基
本
料
金
減
免
期
間
延
長 

国
民
年
金
保
険
料
の
育
児
免
除
制
度 

が
始
ま
り
ま
す 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

成
果
報
告
会 

東
京
都
小
笠
原
移
住
定
住
促
進
住
宅 

(

新
し
い
小
笠
原
住
宅)

に
関
す
る
説
明
会

の
開
催 

母
島
沖
港
に
お
け
る
無
電
柱
化
事
業
に

関
す
る
説
明
会 

 
村
有
施
設
指
定
管
理
者
の
公
募 

小
笠
原
村
人
事
異
動 
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●
問
合
せ
先 

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部
計
画
課 

０
３―

５
３
２
０―

５
６
６
０ 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 

２―

２
１
６
１ 

    

東
京
ア
プ
リ
の
新
規
登
録
や
、
１
万
１
千
東
京
ポ

イ
ン
ト
の
申
し
込
み
ま
で
の
手
順
を
講
義
形
式
で
ご

案
内
し
ま
す
。 

【父
島
】
10
月
11
日(

日) 

 

《開
始
時
間
》午
後
０
時
30
分
、
午
後
２
時
30
分
、 

午
後
４
時
（各
回
50
分
） 

 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

2
階
大
会
議
室 

【母
島
】
10
月
12
日(

月
・祝) 

《開
始
時
間
》午
前
11
時
、
午
後
０
時
30
分
、 

午
後
２
時
30
分
、
午
後
４
時
（各
回
50
分
） 

《場
所
》母
島
支
所 

大
会
議
室 

【対
象
者
】東
京
ア
プ
リ
生
活
応
援
事
業
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
方
※
各
回
18
人
程
度 

【費
用
】無
料 

【持
ち
物
】 

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

※
対
象
機
種
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
た
時
の
暗
証
番
号

（４
桁
の
数
字
）が
必
要
で
す
。 

【申
込
方
法
】電
話
に
よ
る
事
前
予
約 

   

●
予
約
・問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

東
京
ア
プ
リ
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

０
３―

６
９
０
１―

７
９
７
９ 

(

午
前
９
時
～
午
後
７
時) 

※
土
日
祝
含
む 

    

  

 

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
心
に
、
屋
台
出
店
、
環
境

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
交
え
た
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
あ
た
り
、
各
種
募
集
を
い
た
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
状
況
に
よ
り
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【父
島
野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト
】 

《日
時
》
11
月
15
日
（日
）午
前
11
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
８
時
30
分
（予
定
） 

※
荒
天
時
は
翌
日
16
日(

月)

に
順
延 

《場
所
》大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
お
よ
び
前
浜 

《出
演
》OG

A
S
A

W
A

R
A

 D
R

E
A

M
 S

E
S
S
IO

N

（大
山
渉
、
元
晴
、TA

N
C

O

、Yu
k
k
y

、
田
中
綾
美
、

大
多
和
正
樹
）、
サ
ト
ウ
タ
イ
ジ
（シ
ア
タ
ー
ブ
ル
ッ

ク
）、
バ
ケ
ツ
ド
ラ
マ
ーM

A
S

A

、
蓮
根
ロ
ッ
カ
ー
ズ
、

他 【そ
の
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

11
月
13
日(
金)
か
ら
16
日(

月)

ま
で
、
お
が
さ

わ
ら
丸
船
内
や
島
内
各
所
に
て
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
店
舗
ラ
イ
ブ
、
展
示
会
、
10
周
年
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
上
映
会
な
ど
を
実
施
予
定
で
す
。 

【募
集
】 

《出
店
》
11
月
15
日
（日
）父
島
会
場 

 

※
荒
天
時
は
翌
日
16
日(

月)

に
順
延 

～
島
の
魅
力
を
音
楽
と
共
に
～ 

「ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
」ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
ジ
ャ
ズ
と
同
時
開
催
。
フ
ー
ド
、
ド
リ
ン
ク
、
手
仕

事
、
ア
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
、
そ
の
他
、
お

申
し
込
み
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

《申
込
期
限
》
10
月
3
日
（土
）午
後
５
時
ま
で 

《千
人
バ
ン
ド
出
演
者
》（年
齢
経
験
問
わ
ず
） 

11
月
14
日
（土
）午
後
父
島
に
て
リ
ハ
ー
サ
ル 

11
月
15
日
（日
）父
島
会
場
に
て
共
演 

《ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
》父
島
各
種
会
場 

《寄
付
・協
賛
》広
告
協
賛
な
ど
各
種
受
付
中 

※
千
人
バ
ン
ド
出
演
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
寄

付
協
賛
は
イ
ベ
ン
ト
当
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す

が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
広
告
協
賛
掲
載
や
出
演
者
ス

タ
ッ
フ
の
名
前
掲
載
は
入
稿
の
都
合
上
10
月
4

日
（日
）午
後
５
時
ま
で
の
お
申
し
込
み
者
に
限
り

ま
す
。 

※
各
種
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

   

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
実
行
委
員
会 

(

出
店
申
込
み
に
つ
い
て) 

片
岡
大
志 

 

０
９
０―

２
２
３
９―

２
２
６
６ 

(

そ
の
他
申
込
み
に
つ
い
て) 

小
田
川
明
子 

 

０
９
０―

３
６
０
８―

７
８
３
７ 

h
ttp

s
://w

w
w

.b
o
n
in

isla
n
d
ja

z
z
.c

o
m

/c
o

n
ta

c
t 

   

生
き
物
や
身
の
回
り
の
物
質
に
つ
い
て
、
観
察
や
実

験
を
通
し
て
楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。
自
分
の
目
で

見
て
、
手
を
動
か
し
て
確
か
め
な
が
ら
、
科
学
の
不
思

議
を
発
見
す
る
楽
し
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。 

【開
催
期
間
】
１０
月
２４
日
（土
）・
２５
日
（日
）全
２
回

※
両
日
と
も
午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分 

【会
場
】東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

【対
象
】小
学
校
４
年
生
～
高
校
３
年
生 

【募
集
】定
員
１５
名
（応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順
） 

【申
込
期
間
】
１０
月
１
日
（木
）～
９
日
（金
） 

（電
話
申
込
） 

【受
講
料
】無
料 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 
小
笠
原
高
校
２―

２
３
４
６ 

（平
日
午
前
８
時
～
正
午
、
午
後
１
時
３０
分
～
５
時
） 

 

 

「つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り 

～
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
～
」 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
子
ど
も
、
高
齢
者
、
地
域
福

祉
な
ど
皆
様
に
関
わ
り
の
あ
る
と
こ
ろ
で
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
１０
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
る
募

金
運
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 な

お
共
同
募
金
へ
の
寄
付
金
に
は
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会 

（小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）２―

２
４
８
６ 

 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

     

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～ 

午
後
５
時
（祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
地
域
活
動
推
進

課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

公
開
講
座
『
ワ
ク
ワ
ク
サ
イ
エ
ン
ス 

教
室
』 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

 
BONIN ISLAND JAZZ 2026  

– 10thAnniversary – 

 

東
京
ア
プ
リ
生
活
応
援
事
業
の
対
面 

サ
ポ
ー
ト
を
開
催
！ 

 

https://www.boninislandjazz.com/contact
https://www.boninislandjazz.com/contact
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【実
施
日
程
】
10
月
20
日
（火
） 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
２―

３
１
１
３ 

  

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】
10
月
23
日
（金
） 

【実
施
時
間
】午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

（受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～ 午

後
４
時
30
分
） 

   

【日
時
】
10
月
26
日
（月
）午
前
11
時
～
午
後
１
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】  

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退 

職
・解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【お
知
ら
せ
】 

《令
和
８
年
度
東
京
都
最
低
賃
金
額
改
定
》 

東
京
都
最
低
賃
金
は
、
令
和
８
年
１０
月
１
日
（木
）

よ
り
時
間
額
１
２
８
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
労
働
主
査 

 

 

２―

２
１
０
２ 

 

   

  

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

健
診
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
方
は
、
事
前
に
ご
自
身
の
保
険

組
合
を
把
握
し
た
上
で
予
約
を
取
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
保
険
が
不
明
の
方
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

【予
約
受
付
期
間
】 

10
月
30
日(

金)
～
11
月
13
日(

金) 

午
前
8
時
～
午
後
5
時
１５
分 

 
 
 
(

正
午
～
午
後
１
時
30
分
・土
日
祝
日
は
除
く) 

【予
約
方
法
】電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【予
約
先
】 

《父
島
》予
約
専
用
電
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
０―

８
８
６
７―

３
４
３
２ 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係      

３―

２
１
１
１ 

【注
意
事
項
】 

○
電
話
予
約
の
際
に
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
種
類
、
希
望

の
日
時
・検
査
項
目
を
お
伝
え
く
だ
さ
い 

〇
日
時
は
、
時
間
帯
ご
と
に
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
午
前
中
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
胃
が
ん
検
診
を

受
診
さ
れ
な
い
方
は
、
な
る
べ
く
午
後
の
時
間
帯

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

血
液
検
査
の
数
値
は
食
後
の
時
間
を
計
算
し
て
実

す
る
の
で
、
午
後
の
受
診
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

                                     

【感
染
症
対
策
】 

○
健
診
日
当
日
に
体
の
不
調
が
あ
る
場
合
は
無
理
を

せ
ず
、
健
診
を
控
え
る
と
と
も
に
、
電
話
等
で
健

診
日
の
変
更
等
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
会
場
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
手
指
消
毒
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【健
診
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
～
１１
時
、
午
後
１
時
～
３
時 

※
父
島
の
女
性
が
ん
検
診
受
付
時
間 

 

午
後
４
時
ま
で(

29
日
は
午
前
11
時
ま
で) 

※
父
島
の
肺
が
ん
・結
核
検
診(

胸
部
Ⅹ
線) 

 

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

(

29
日
は
午
後
１
時
ま
で)  

※
撮
影
は
保
健
所 

【対
象
年
齢
基
準
日
】令
和
９
年
３
月
31
日 

 

【基
本
健
診
】 

○
30
歳
～
39
歳
で
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方

(

た
だ
し
、
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
検
診
対
象
と

な
る
35
歳
～
39
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
に

よ
る
事
前
登
録
が
必
要) 

○
40
歳
～
74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
方(

年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
し
た
方
も
含

む) 

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方 

○
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

○
一
部
の
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方(

各

事
業
所
取
り
ま
と
め
に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要) 

 

○
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
被
保
険
者
で
35
歳
以

上
の
方(

事
業
所
に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要) 

○
「特
定
健
康
診
査
受
診
券
」(

セ
ッ
ト
券)

を
お
持
ち

の
方
で
、
村
役
場
で
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方 

※
事
前
登
録
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
９
月
号
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

第
49
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

場所 

日時 

項目 

母島:村民会館(一部診療所) 父島：福祉センター ／ 肺がん・結核検診(胸部X 線)撮影は保健所 

11／21(土) 11／22(日) 11／24(火) 11／25(水) 11／26(木) 1／27(金) 11／28(土) 11／29(日) 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

基本

健診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

肺 

がん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

女性

がん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

胃 

がん ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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【が
ん
検
診
等
】 

《胃
が
ん
検
診
》 

〇
50
歳
以
上
の
方
、
も
し
く
は
昨
年
度
内
視
鏡
検
査

で
所
見
の
あ
っ
た
方 

《肺
が
ん
・結
核
検
診(

胸
部
Ｘ
線)

》 

〇
40
歳
以
上
の
方 

《大
腸
が
ん
検
診(
※
１)

》 

〇
40
歳
以
上
の
方 

《女
性
が
ん
検
診(

子
宮
頸
が
ん)

》 

〇
20
代
の
方(

事
前
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方) 

〇
30
歳
以
上
の
方 

《女
性
が
ん
検
診(

乳
が
ん
・超
音
波
検
査)
》 

〇
30
歳
以
上
の
方 

《前
立
腺
が
ん
検
診
》 

〇
基
本
健
診
受
診
者
で
50
歳
以
上
の
方 

《肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査(

Ｂ
型
・Ⅽ
型)

》 

〇
40
歳
の
方 

《骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
》 

〇
40
歳
以
上
で
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方 

※
所
属
し
て
い
る
事
業
所
で
健
康
保
険
に
加
入
し
、

事
業
所
の
実
施
す
る
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
た
方
、

受
診
す
る
予
定
の
方
は
、
基
本
健
診
の
対
象
者
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方
で
も
、
住
民
と

し
て
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す(

前

立
腺
が
ん
検
診
を
除
く)

が
、
受
診
票
の
作
成
が
必

要
な
た
め
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
村
民
だ
よ
り
９
月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
職
域
健
診
の
対
象
者
は
年
齢
基
準
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
の
担
当
者
の
方
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

 

※
１
：大
腸
が
ん
検
診(

１
次
検
査) 

検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査
に
な
り
ま
す
。
２
次
検

査
は
内
地
医
療
機
関
で
の
検
査
と
な
り
ま
す
。 

健
康
診
断
を
ご
予
約
の
際
に
申
込
み
い
た
だ
き
、

表
の
日
程
で
検
体
容
器
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

(

母
島
で
受
け
取
っ
た
容
器
を
父
島
で
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

仕
事
の
都
合
等
で
父
島
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
父

島
健
診
期
間
中
に
改
め
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。) 

                              

【健
診
受
診
の
注
意
事
項
】 

○
対
象
者
に
は
、
11
月
初
旬
に
受
診
票
を
送
付
い
た

し
ま
す
。
受
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

○
国
保
年
度
途
中
加
入
者
で
受
診
票
が
届
か
な
い
方 

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。  

 

○
健
診
当
日
は
必
要
事
項
を
記
入
し
た
受
診
票
を
お 

 
 

持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
「特
定
健
康
診
査
受
診
券
」(

セ
ッ
ト
券)

を
お
持
ち

の
方
は
、
受
診
券
と
健
康
保
険
証
等
ご
加
入
の
医

療
保
険
を
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

(

Ｂ
型
・Ⅽ
型)

を
実
施
し
ま
す
。
受
診
票
に
検
査
希

望
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
の
肺
が
ん
・結
核
健
診(

胸
部
Ⅹ
線)

は
保
健

所
で
実
施
し
ま
す
。
先
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
付

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
保
健
所
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

○
予
約
時
間
は
受
付
時
刻
の
目
安
で
す
。
受
診
時
刻

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
び
出
し
の
順
番
は
予
約
時

間
を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
時
間
を
過
ぎ
た

受
付
は
、
次
の
予
約
枠
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
の
女
性
が
ん
検
診
・胃
が
ん
検
診
は
、
待
ち
時

間
が
１
～
２
時
間
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
両
検
診
を
同
日
に
受
診
す
る
場
合
は
、
午

前
と
午
後
に
分
け
て
の
予
約
と
な
り
ま
す
。 

(

当
日
の
混
み
具
合
に
よ
っ
て
午
前
中
に
両
検
診
を 

 
 
 

ご
案
内
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。) 

○
女
性
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

内
地
で
受
診
し
た
方
、
ま
た
は
内
地
で
の
受
診
を

予
定
し
て
い
る
方
は
、
今
回
の
健
康
診
断
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。 

○
健
診
機
関
及
び
小
笠
原
村
に
よ
る
健
診
に
お
け
る

個
人
情
報
の
取
得
に
関
し
て
は
、
健
診
の
受
付
を

し
た
段
階
で
同
意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。 

○
健
診
期
間
中
上
京
さ
れ
て
い
る
方
は
、
11
月
9

日
～
１
月
29
日
ま
で
、
「こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元

氣
プ
ラ
ザ
」で
基
本
健
診
等
を
受
診
で
き
ま
す
。

(

土
日
祝
日
・年
末
年
始
を
除
く) 

申
し
込
み
は
受
診
票
が
届
い
て
か
ら
、
ご
自
身

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
検
診
内
容
に
よ
っ
て
は
ご
希

望
の
日
時
に
添
い
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
村
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
託
児
所
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
子
様
連
れ
の
方
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

《父
島
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

児
童
遊
戯
室 

《母
島
》母
島
保
育
園
内 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

  

11
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》
11
月
５
日
（木
）午
後
３
時
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》
11
月
５
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

  

保
育
士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。 

【父
島
】 

《テ
ー
マ
》運
動
あ
そ
び 

《対
象
者
》１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

《日
時
》
10
月
２８
日
（水
）午
前
１０
時
～ 

１１
時
１５
分 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

《持
ち
物
》動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物 

《申
込
締
切
》
10
月
２７
日
（火
） 

 

大腸がん検診 
 

 

 

申込及び 

配布日・ 

受取場所 

採便日 提出日 提出時間 提出場所 

母島 

 

10／30(金) 

～18(水) 

母島支所 

 

11／20(金) 

～11／22(日) 

のうち２日間 

11／21(土) 
午前８～11 時 

午後 1 時～３時 
村民会館 

11／22(日) 午前８～11 時 村民会館 

父島 

 

11／24(火) 

～29(日) 

地域福祉 

センター 

 

11／28(土) 

～12／1(火) 

のうち２日間 

11／29(日) 午後１～３時 
地域福祉 

センター 

12／1(火) 
午前９時30 分 

～10 時30 分 

地域福祉 

センター 

※提出時間厳守でお願いいたします。 
 

定
期
予
防
接
種(

11
月) 

親
子
教
室
（
す
く
す
く
キ
ッ
ズ
） 
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【母
島
】 

《テ
ー
マ
》き
の
こ
の
手
形
制
作 

《対
象
者
》未
就
園
児
と
保
護
者 

《日
時
》
10
月
２２
日
（木
）午
前
１０
時
～ 

１０
時
３０
分 

 
 

《場
所
》母
島
支
所 

大
広
間 

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
飲
み
物 

《申
込
締
切
》
10
月
１９
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

   

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「癖
が
気
に
な
る
」、
「お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ
と
気

に
な
る
」、
「い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
」、

「ど
う
い
う
声
掛
け
を
し
た
ら
い
い
の
？
」な
ど
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【対
象
者
】就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【母
島
】 

《日
時
》
11
月
８
日
（日
）午
後 

 
 
 
 
 
 

11
月
９
日
（月
）午
前 

《場
所
》母
島
支
所 

２
階
小
会
議
室 

【父
島
】  

《日
時
》
11
月
９
日
（月
）午
後 

11
月
１０
日
（火
）午
後 

 
 
 
 
 
 

11
月
１１
日
（水
）午
前 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
和
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
後
、
日

時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【申
込
締
切
】
10
月
１６
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

   

  

管
理
栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
さ
ん
の
食

事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【対
象
者
】離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者 

【日
時
】
１０
月
２１
日
（水
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【場
所
】母
島
新
村
民
会
館 

２
階
多
目
的
室 

【申
込
締
切
】
１０
月
１６
日
（金
） 

【持
ち
物
】子
ど
も
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 

 
【子
ど
も
（生
後
６
ヵ
月
～
１３
歳
未
満
）】 

《対
象
者
》 

村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
接
種
日
に
お
い
て
生

後
６
ヵ
月
か
ら
13
歳
未
満
の
者
で
令
和
８
年
10
月

１
日
か
ら
令
和
９
年
１
月
31
日
ま
で
に
接
種
を
行
っ

た
方 《申

請
方
法
》 

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
防
接
種
後
、
村
役

場
・母
島
支
所
で
申
請
（還
付
）の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

・印
鑑
・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
領
収
書 

・振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

《助
成
額
》１
回
当
た
り
２
千
円
を
上
限
と
し
て
、

一
人
当
た
り
２
回
ま
で
助
成
。 

【高
齢
者
】 

村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、

予
防
接
種
費
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。 

《対
象
者
》 

①
接
種
日
に
お
い
て
、
６５
歳
以
上
の
方
。 

②
接
種
日
に
お
い
て
、
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
あ
っ

て
、
心
臓
・じ
ん
臓
・呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
（身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）を
有
す
る
方
。
（認
定
が
必

要
で
す
。
接
種
前
に
福
祉
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
） 

《申
請
方
法
》 

助
成
対
象
の
方
は
予
約
完
了
後
、
事
前
に
診
療
所

に
「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」（水
色
）を

取
り
に
行
き
、
記
入
し
て
接
種
当
日
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。 

《助
成
後
の
自
己
負
担
額
》２
４
３
０
円 

【生
活
保
護
世
帯
・住
民
税
非
課
税
世
帯
】 

村
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
生
活
保
護
世
帯
及
び
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、
接
種
費
の
全

額
を
助
成
し
ま
す
。 

《対
象
者
・申
請
方
法
》 

①
生
活
保
護
世
帯
の
方 

 

小
笠
原
村
診
療
所
・母
島
診
療
所
で
は
、
窓
口
で
の

自
己
負
担
額
な
し
で
接
種
で
き
ま
す
。 

②
非
課
税
世
帯
の
方 

 

助
成
を
受
け
る
方
は
、
予
防
接
種
後
、
村
役
場
・母

島
支
所
に
て
「住
民
税
非
課
税
証
明
書
」を
取
得
し
、

申
請
（還
付
）の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

・印
鑑
・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
領
収
書 

・振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

《助
成
後
の
自
己
負
担
額
》０
円 

※
村
外
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。 

※
予
防
接
種
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
に
つ

い
て
は
診
療
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

           

    

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
備
え
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

【接
種
対
象
者
】６
ヵ
月
歳
以
上 

【接
種
回
数
】 

《
13
歳
未
満
の
方
》２
回
接
種 

※
２
回
目
の
接
種
は
２
～
４
週
間
の
間
隔
を
お
き
ま

す
。 

※
２
回
接
種
を
行
う
場
合
の
接
種
間
隔
は
、
免
疫
効

果
を
考
慮
す
る
と
４
週
間
お
く
と
こ
が
望
ま
し
い

で
す
。 

《
13
歳
以
上
の
方
》１
回
接
種 

【料
金
】  

《３
歳
未
満
の
方
》 

１
回
目
４
０
３
０
円
、
２
回
目
１
８
７
０
円 

《３
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
》 

１
回
目
４
８
５
０
円
、
２
回
目
２
６
９
０
円 

《
６５
歳
以
上
の
方
》２
４
３
０
円 

※
１
回
目
が
ほ
か
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
の 

２
回
目
は
、
１
回
目
の
料
金
と
な
り
ま
す
。 

【父
島
】※
予
約
制
で
す
。 

10
月
18
日
（日
） 

11
月
６
日
（金
）・
10
日
（火
）・
14
日
（土
）・
２０
日

（金
） 

12
月
1
日
（火
）・
7
日
（月
）・
17
日
（木
） 

《接
種
時
間
》平
日
午
後
４
時
～
５
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

休
日
午
後
３
時
～
５
時 

【母
島
】※
予
約
制
で
す
。 

10
月
27
日
（火
）
30
日
（金
） 

11
月
10
日
（火
）・
13
日
（金
）・
24
日
（火
）・
27
日

（金
） 

《接
種
時
間
》３
歳
未
満
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
歳
以
上
午
後
４
時
～
５
時 

 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の
助
成
制
度 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て 

個
別
相
談(

11
月) 

 
育
児
学
級(

お
や
つ
の
会)

母
島 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 
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※
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
診
療
所
で
の
混
雑
を
防

止
す
る
た
め
、
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
診
療

時
間
内
に
電
話
に
て
お
申
込
み
出
来
ま
す
。
診
療

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
問
診
票
は
、
お
申
込
み
完
了
後
、
接
種
日
ま
で
の

間
に
診
療
所
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

※
問
診
票
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
接
種
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
体
温
は
診
療
所
で
測
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
２
回
接
種
の
方
は
、
２
～
４
週
間
間
隔
を
開
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
早
め
の
日
程
で
の
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

７
歳
未
満
の
方
は
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 小

笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 

３―

２
１
１
５ 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《診
療
日
》
10
月
１
日
（木
）～
４
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 
 
[

注
：
10
月
３
日
（土
）は
休
診
で
す] 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 
  

２―

３
８
０
０ 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【予
約
受
付
】 

平
日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て

診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

  

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
10
月
26
日
（月
）～
29
日
（木
） 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
、
午
後
２
時
～
４
時 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》
10
月
31
日
（土
） 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
、
午
後
２
時
～
４
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所  

２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

 

 

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
10
月
30
日
（金
）～
11
月
3
日
（火
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 
 
 
[

注
：
10
月
31
日
（土
）は
休
診
で
す] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》
10
月
25
日
（日
）・
26
日
（月
）  

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・車
の
運
転
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
      

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

 

 

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
11
月
12
日
（木
）～
16
日
（月
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
11
月
１４
日
（土
）は
休
診
で
す] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》
11
月
９
日
（月
）・
10
日
（火
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

    

【年
末
年
始
便
の
一
斉
発
売
日
つ
い
て
】 

12
月
29
日(

火)

東
京
発
～
令
和
9
年
1
月
2

日(

土)

父
島
発
の
お
が
さ
わ
ら
丸
乗
船
券
の
予
約
・

発
売
開
始
日
時
は
10
月
29
日(

木)

午
前
9
時
か

ら
と
な
り
ま
す
。 

※ 

村
民
の
方
も
一
般
（村
民
以
外
）の
方
も
同
じ
で

す
。 

 
10
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（）内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

   

                                      

●
問
合
せ
先 

 
 
 

父
島
営
業
所 

 

２―

２
５
０
０ 

皮
膚
科
専
門
診
療 

皮
膚
科
専
門
診
療 

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

皮
膚
科
専
門
診
療 

 

眼
科
専
門
診
療 

皮
膚
科
専
門
診
療 

 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

皮
膚
科
専
門
診
療 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,158 等級 大人 小人 学生

59,900 51,250 29,950 (+2,230) 5,020 2,510 4,020

(+10,400) (+8,900) (+5,200) 16,904 (+1,070) (+530) (+860)

43,260 34,610 21,630 (+2,076) 6,030 3,020

(+7,510) (+6,010) (+3,750) 15,550 (+1,290) (+650)

32,590 26,080 16,300 (+1,910) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,660) (+4,530) (+2,830) 1,819
28,610 22,890 14,310 (+223)

(+4,970) (+3,970) (+2,490) 1,354 9,817

等級 村民 村民小人 身障者 (+166) (+1,369)

46,930 23,470 29,950 9,203

(+8,150) (+4,080) (+5,200) (+1,283)

30,290 15,150 21,630 8,590

(+5,260) (+2,630) (+3,750) 　※ただし、入港日は午前9時～ (+1,198)

22,820 11,410 16,300 　※昼休：午前11時30分～午後1時 983

(+3,960) (+1,980) (+2,830) 　※出港2時間前～出港までは乗船手続 (+137)

20,030 10,020 14,310 　　のみのため当日券以外の販売はい 741

(+3,480) (+1,740) (+2,490) 　　たしません。 (+103)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】
午前8時～午後4時まで　

10月の燃料油価格変動調整金
※
ご

予
約
さ

れ
た
乗

船
券
は

ご
乗
船

の
７
日
前

ま

で
　

に
購
入

を
お
願

い
い
た

し
ま
す

。

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

‐
6

3

8

1

‐
5

4

9

9

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
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小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
母
島
巡
回

ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、
詳
細
は
予
約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【場
所
・日
時
】母
島
支
所 

10
月
19
日
（月
）午
前
11
時
～
正
午
、 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

10
月
20
日
（火
）午
前
８
時
30
分
～
11
時 

《予
約
申
込
み
先
》 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０―

１
６
９
２―

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

   

世
界
自
然
遺
産
登
録
15
周
年
を
記
念
し
、
地
形
・

地
質
に
関
す
る
視
察
会
を
開
催
し
ま
す
。 

本
視
察
会
に
は
小
笠
原
の
地
質
に
関
す
る
専
門
家

金
山
恭
子
氏
を
招
き
、
島
内
各
所
の
地
質
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
り
、
島
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

ま
た
、
視
察
会
の
中
で
は
石
探
し
体
験
を
行
い
、
拾

っ
た
石
を
見
な
が
ら
そ
の
成
り
立
ち
を
紐
解
き
ま
す
。 

【日
時
】 

《父
島
》
10
月
11
日
（日
） 

午
前
８
時
～
正
午 

《母
島
》
10
月
12
日
（月
） 

午
前
10
時
～
午
後
12
時
30
分
ご
ろ 

【募
集
締
切
】
10
月
９
日
（金
） 

【募
集
人
数
】事
前
申
込
制
で
す
。 

《父
島
》先
着
20
名
程
度 

《母
島
》先
着
10
名
程
度 

【集
合
・解
散
場
所
】 

《父
島
》小
笠
原
村
役
場 

《母
島
》母
島
支
所 

【応
募
資
格
】 

小
笠
原
に
住
所
を
有
す
る
小
学
５
年
生
以
上
の
方

（小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

  

『小
笠
原
の
足
元
に
は
、
地
球
の
物
語
が
刻
ま
れ
て
い

る―

ボ
ニ
ナ
イ
ト
か
ら
西
之
島
ま
で―

』 

小
笠
原
の
地
質
に
関
す
る
専
門
家
金
山
恭
子
氏
よ

り
、
小
笠
原
諸
島
の
地
形
地
質
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》
10
月
11
日
（日
）午
後
５
時
～
６
時
３０
分 

《会
場
》世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【母
島
】 

《日
時
》
10
月
12
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時
３０
分 

《会
場
》母
島
新
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

             

     

  

村
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
ご
支
援
い
た
だ
く
た
め
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
・ト
ラ
ッ

ク
・フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・サ
ー
ビ
ス
・ア
ジ
ア
株
式
会

社
よ
り
、
電
気
小
型
ト
ラ
ッ
ク
「eC

a
n
te

r

」１
台
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

去
る
９
月
３
日
に
は
母
島
に
お
い
て
納
車
式
が
執

り
行
わ
れ
、
村
長
よ
り
同
社
へ
深
い
感
謝
の
意
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
島
内
で
の
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

こ
の
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
は
、
母
島
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「再
エ
ネ
１
０
０
％
電
力
供
給
実
証
事
業
」の
ク
リ
ー

ン
な
電
力
を
極
力
活
用
し
、
主
に
リ
サ
イ
ク
ル
資
源

の
運
搬
で
活
躍
し
ま
す
。 

今
回
の
ご
寄
贈
に
お
き
ま
し
て
は
、
車
両
本
体
に

と
ど
ま
ら
ず
、
母
島
へ
の
輸
送
や
充
電
設
備
の
設
置
、

さ
ら
に
は
今
後
の
維
持
管
理
に
至
る
ま
で
、
同
社
な

ら
び
に
製
造
元
で
あ
る
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・バ
ス

株
式
会
社
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

                 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

  ―
 

試
験
的
に
給
水
機
を
設
置
し
ま
し
た ―

 

ひ
と
つ
ボ
ニ
ン
ラ
イ
フ
は
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ご
み
の
削
減
と
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
を
広
げ
る
た
め
、

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合
直
売
所
（父
島
）

に
給
水
機
を
設
置
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
「そ
も
そ
も
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら

す
」こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ボ
ト
ル

を
使
う
と
い
う
と
て
も
小
さ
な
行
動
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ご
み
の
少
な
い
小
笠
原
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

          

※
本
取
り
組
み
は
、
「み
ん
な
で
取
り
組
む
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
」を
活
用
し
て
村
民
団
体
が

主
体
と
な
り
実
施
し
て
い
ま
す
。 

  

●
実
施
主
体 

 

ひ
と
つ
ボ
ニ
ン
ラ
イ
フ 

●
補
助
金
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

        

村
民
向
け
地
形
・
地
質
視
察
会
の 

ご
案
内 

 

母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

地
形
・
地
質
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催 

電
気
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
母
島
に 

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た 

マ
イ
ボ
ト
ル
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の 

ご
み
を
減
ら
そ
う
！ 
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小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農

業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除

を
実
施
し
ま
す
。 

実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か
ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路

の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、

主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域
に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、

交
通
誘
導
等
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【作
業
日
程
】
１０
月
７
日
（水
）、
１４
日
（水
）、 

２８
日
（水
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

産
業
観
光
課 

 

２―

３
１
１
４ 

     

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
し

ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に

は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
７
時
～
午
後
３
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】父
島
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺
山
域
（住
宅

地
・東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
）。
※
別
図
参
照 

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

10
月
１
日
（木
）、 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 

10
月
２
日
（金
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

10
月
３
日
（土
） 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
８
日
（木
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
９
日
（金
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

10
月
10
日
（土
） 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
15
日
（木
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
16
日
（金
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

10
月
17
日
（土
） 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
21
日
（水
） 

初
寝
浦
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
な
し 

10
月
22
日
（木
） 

釣
浜
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
な
し 

10
月
23
日
（金
） 

境
浦
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
な
し 

10
月
24
日
（土
） 

父
島
北
東
部
の
沿
岸
域
※
で
の
作
業
の
た
め
、
通

行
止
め
な
し 

10
月
29
日
（木
） 

吹
割
山
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
な
し 

10
月
30
日
（金
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

10
月
31
日
（土
） 

父
島
北
東
部
の
沿
岸
域
※
で
の
作
業
の
た
め
、
通

行
止
め
な
し 

※
遊
泳
地
（宮
之
浜
、
釣
浜
、
初
寝
浦
、
石
浦
）は
除
き

ま
す 

 

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 

２―

２
１
６
７ 

    

本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成
14
年
か
ら
母
島
観
光
協

会
の
ご
協
力
を
得
て
、
内
地
の
方
に
も
小
笠
原
の
魅

力
や
外
来
種
対
策
の
必
要
性
を
幅
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。 

内
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
活
動
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】
11
月
29
日
（日
）午
前
９
時 

(

作
業
時
間
午
前
10
時
～
午
後
３
時) 

【集
合
場
所
】母
島
沖
港
船
客
待
合
所 

【作
業
場
所
】母
島
南
崎
の
国
有
林 

【作
業
内
容
】モ
ク
マ
オ
ウ
の
抜
取
り
、
小
径
木
の
伐
採
、  

 

在
来
種
の
播
種
・植
栽
な
ど 

【募
集
人
数
】
10
名
程
度 

【申
込
み
方
法
】電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

【申
込
み
期
限
】
10
月
30
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

関
東
森
林
管
理
局
計
画
課 

０
２
７-
２
１
０-

１
２
６
５ 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２-

３
４
０
３ 

k
s_k

a
n
to

_k
e
ik

a
k
u
@

m
a
ff.g

o
.jp

 

    

小
笠
原
諸
島
は
固
有
種
が
数
多
く
生
息
・生
育
し
、

こ
れ
ら
の
生
物
進
化
が
現
在
進
行
形
で
見
ら
れ
る
な

ど
、
島
嶼
に
お
け
る
特
異
で
貴
重
な
森
林
生
態
系
を

有
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
貴
重
な
森
林
生
態
系
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
を

設
定
し
、
外
来
種
対
策
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
等
に
関
す
る
検

討
を
行
う
た
め
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
る
小

笠
原
部
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は

事
前
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。  

【日
時
】
10
月
27
日
（火
）午
後
３
時
～
５
時 

【実
施
方
法
】ウ
ェ
ブ
配
信 

傍
聴
を
ご
希
望
の
方
に
は
開
催
日
前
日
に
会
議
の

ア
ド
レ
ス
を
お
送
り
し
ま
す
。 

【申
込
方
法
】電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

【申
込
期
限
】
10
月
16
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２-

３
４
０
３ 

k
s
_o

g
a
s
a
w

a
ra

s
y
o
to

u
_p

o
stm

a
s
te

r@
m

a
ff.g

o
.jp

 

         

■
ペ
ッ
ト
の
登
録
は
済
み
ま
し
た
か
？ 

小
笠
原
村
で
30
日
を
超
え
て 

ペ
ッ
ト
を
飼
養
す
る
方
は
、 

村
民
の
方
も
短
期
の
滞
在
者 

の
方
も
登
録
が
必
要
で
す
。 

ペ
ッ
ト
の
登
録
が
済
ん
で 

い
な
い
方
は
、
環
境
課
に
て 

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

小
笠
原
村
が
実
施
す
る
父
島
に
お
け
る 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排
除

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の 

通
行
止
め 

 

「
小
笠
原
諸
島
固
有
森
林
生
態
系
回
復

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
６
in
母
島
」
の 

参
加
者
募
集 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
部

会(

小
笠
原
部
会)

の
開
催 

 

mailto:ks_ogasawarasyotou_postmaster@maff.go.jp
mailto:ks_ogasawarasyotou_postmaster@maff.go.jp
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外
来
の
カ
タ
ツ
ム
リ
で
あ
る
ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ

マ
イ
が
、
８
月
26
日
に
父
島
・扇
浦
で
初
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
母
島
で
は
２
０
１
６
年
の
侵
入
確
認
以
降
、
人

や
物
資
の
移
動
に
伴
っ
て
広
範
囲
に
拡
散
し
、
集
落

部
な
ど
で
大
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
が
侵
入
・定
着
し
て
し
ま

う
と
、
生
活
衛
生
環
境
、
農
作
物
、
自
然
環
境
に
深
刻

な
影
響
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
父
島
島
内
で

の
こ
れ
以
上
の
侵
入
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
業
務

や
趣
味
等
で
植
木
や
苗
木
、
資
材
等
を
父
島
島
外
か

ら
持
ち
込
む
場
合
、
ま
た
父
島
島
内
で
移
動
さ
せ
る

場
合
に
は
、
こ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
、

入
念
に
事
前
確
認
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 ア

ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
は
、
成
貝
の
殻
の
大
き

さ
が
２
～
３
㎝
、
殻
は
黄
褐
色
で
、
べ
っ
甲
細
工
の
よ

う
な
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
た
光
沢
が
あ
る
、
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。 

も
し
野
外
で
、
ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務

所
（２―

７
１
７
４
）ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

              

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２−

７
１
７
４ 

  

今
年
も
ア
カ
ギ
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
母
島

の
木
を
使
っ
て
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

〇
各
回
入
れ
替
え
の
完
全
予
約
制 

〇
道
具
・材
料
不
要 

〇
小
学
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
（小
学
校
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
） 

①
お
箸
②
カ
ト
ラ
リ
ー
③
小
皿
④
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

か
ら
コ
ー
ス
を
選
ん
で
、
ご
予
約
時
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
。 

【実
施
日
時
】 

全
３
回
（各
回
定
員
12
名
） 

第
１
回
11
月
2
日(

月)

午
後
６
時
～
９
時 

第
２
回
11
月
3
日(

火
・祝)

午
前
9
時
～
正
午 

第
３
回
11
月
3
日(

火
・祝)

午
後
２
時
～
５
時 

【実
施
場
所
】母
島
小
中
学
校 

技
術
室 

【参
加
費
】保
険
代
１
０
０
円 

【主
催
】環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

３―

２
５
７
７ 

 

●
申
込
・問
合
せ
先  

小
笠
原
環
境
計
画
研
究
所 

３-

７
５
５
５ 

   

【開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【特
別
展
】 

〇
「小
笠
原
諸
島
返
還
後
の
歩
み
～
当
時
の
様
子
を

振
り
返
る
写
真
展
」（新
館
）開
催
中 

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
小
笠
原
の
住
民
は
強
制
疎

開
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
日
本
敗
戦
後
、
欧
米
系

島
民
が
帰
島
し
米
軍
の
統
治
下
と
な
り
ま
し
た
。
１

９
６
８
年
に
返
還
さ
れ
た
当
時
の
様
子
が
わ
か
る
写

真
展
で
す
。 

  

〇
「マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
展
～
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
だ
け
じ
ゃ

な
い
！
小
笠
原
」（本
館
）
１０
月
6
日(

火)

ま
で 

 

小
笠
原
で
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
航
路
や
外
洋
の
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
船
で
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
イ
ラ
ス
ト
や

骨
を
展
示
し
て
生
態
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
０
０
１ 

      

「
一
本
少
な
い
・
・
・
」 

 

真
夏
の
ピ
ー
ク
が
去
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
で
し
た
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
裏
に
あ
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
観
察
し
て
い
る
と
、
指
の
骨
が
４
本
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
ミ
ナ
ミ

ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
な
ど
の
歯
が
あ
る
鯨
類
に
は
、
人
と

同
じ
よ
う
に
指
の
骨
が
５
本
あ
り
、
そ
れ
が
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

論
文
を
調
べ
て
み
る
と
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
や
シ
ロ
ナ

ガ
ス
ク
ジ
ラ
な
ど
の
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
科
の
全
種
と
セ

ミ
ク
ジ
ラ
科
の
う
ち
コ
セ
ミ
ク
ジ
ラ
は
指
の
骨
が
４
本

し
か
な
い
よ
う
で
す
。
も
と
も
と
４
本
し
か
指
の
骨

が
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
ク
ジ
ラ
の
祖
先
の
化
石
に

は
指
の
骨
が
５
本
あ
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
親
指

の
骨
が
消
失
し
た
よ
う
で
す 

鯨
類
の
指
の
骨
に
は
多
指
骨
化
と
い
う
特
徴
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
指
骨
は
人
の
指
に
は
節
ご
と
に
１

個
ず
つ
、
親
指
・人
差
し
指
・中
指
・薬
指
・小
指
に
そ

れ
ぞ
れ
、
２
・３
・３
・３
・３
個
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
ハ
ク
ジ
ラ
は
０
～
３
・３
～
13
・３
～
８
・１
～

８
・０
～
５
個
ず
つ
、
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
は
０
・２
～
５
・３

～
８
・３
～
７
・２
～
４
個
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

指
骨
化
が
顕
著
な
の
は
人
差
し
指
と
中
指
で
、
種
に

よ
っ
て
は
親
指
と
薬
指
・小
指
の
指
骨
は
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
な
か
に
は
指
の
根
元
に
あ
る
中
手
骨
し
か

な
い
も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
。  

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
鯨
類
の
中
で
一
番
長
い
胸
ビ
レ

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
指
骨
数
は
親
指
・人
差
し
指
・

中
指
・薬
指
・小
指
に
そ
れ
ぞ
れ
０
・２
・７
～
８
・６
～

７
・２
～
３
個
ず
つ
と
、
決
し
て
多
い
わ
け
で
は
な
く
、

一
個
一
個
の
骨
が
他
の
鯨
類
よ
り
長
い
よ
う
で
す
。 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
そ
の
長
い
胸
ビ
レ
を
素
早
く
方

向
転
換
す
る
こ
と
や
、
が
ば
っ
と
口
を
開
け
て
餌
を

食
べ
る
時
に
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
鳥
が
翼
を
羽
ば
た
く
よ
う
に
胸

ビ
レ
を
動
か
し
、
推
進
力
を
得
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。 

胸
ビ
レ
一
つ
と
っ
て
も
、
そ
の
構
造
か
ら
機
能
ま
で

様
々
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
に
限

ら
ず
、
身
の
回
り
の
物
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
、
思

わ
ぬ
発
見
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

                    

【
注
意
】
ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ

が
父
島
で
初
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

母
島
ア
カ
ギ
木
工
教
室 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ) 

 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
305 

 ―

ウ
ミ
ガ
メ
は
本
当
に
静
か
な
生
き
物
な
の
か―

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
が
改
修
工
事
の
た
め
の
休
館
に
入

り
、
早
２
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
「工
事
の
間
、
カ
メ
さ

ん
達
は
ど
う
し
て
い
る
の
？
」と
島
民
の
方
か
ら
気
に

か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
水
槽
の
工

事
も
順
調
に
進
み
、
カ
メ
達
も
一
旦
お
引
越
し
が
完

了
し
、
い
つ
も
通
り
食
欲
旺
盛
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。  

10
月
に
入
り
、
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
の
ふ
化
も
終
了
の

兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は
ウ
ミ
ガ

メ
の
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
が
「ぴ
ぃ
」と
鳴
く
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
の
鳴
き
声
は
も
の
す
ご

く
小
さ
い
た
め
、
聞
い
た
こ
と
あ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
つ
い
先
日
、
夜
の
放
流
を

待
つ
子
ガ
メ
が
鳴
く
の
を
久
し
ぶ
り
に
聞
い
て
「お
っ
、

お
ぉ
～
」と
思
わ
ず
私
も
声
が
出
ま
し
た
。 

２
０
１
３
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
ミ
ラ
・フ
ェ
ラ
ー
ラ

博
士
が
淡
水
域
に
生
息
す
る
オ
オ
ヨ
コ
ク
ビ
ガ
メ
の

親
子
間
の
音
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
発
見
し

た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
も
鳴
く
と
い
う
研

究
が
次
々
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に

限
ら
ず
、
オ
サ
ガ
メ
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
タ
イ
マ
イ
で

も
鳴
く
（声
帯
は
な
い
の
で
、
鳴
く
と
い
う
よ
り
も
音

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
）こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
笠
原
で
も
過
去
に
京
都
大
学
と
の
共
同
研
究

で
砂
中
の
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
が
繰
り
返
し
鳴
い
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
砂
中
で
鳴
く

行
動
は
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
の
同
調
集
団
行
動
を
促
し
、

巣
穴
か
ら
這
い
出
る
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
軽
減

さ
せ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
ブ
ラ
ジ

ル
の
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
国
立
大
学
の
研
究
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
ガ
メ
は
海
に
帰
る
ま
で
の
砂
浜
で
も
鳴
い
て
お
り
、

そ
の
一
部
の
音
は
超
音
波
域
に
達
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（de

 M
e
lo, e

t a
l. 2

0
2
3

）。  

ま
た
、
シ
ャ
リ
エ
博
士
ら
フ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
の
研
究

で
は
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
だ
け
で
な
く
、
ウ
ェ
ン
ト
ル
サ
イ

ズ
の
亜
成
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
音
を
発
し
て
い

た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
（Ch

a
rrier, 

e
t a

l. 

2
0
2
2

）。 

数
年
前
に
、
「ウ
ミ
ガ
メ
っ
て
鳴
か
な
い
動
物
で
よ

か
っ
た
よ
ね
。
も
し
、
カ
メ
が
大
き
い
声
で
よ
く
鳴
く

動
物
だ
っ
た
ら
、
お
腹
す
い
た
、
エ
サ
ち
ょ
う
だ
い
っ

て
四
六
時
中
水
槽
う
る
さ
く
て
、
仕
事
に
集
中
で
き

な
い
ね
。
」な
ん
て
、
冗
談
ま
じ
り
に
職
員
と
談
笑
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
静
か
な

生
き
物
だ
と
勝
手
に
認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
も
し

か
す
る
と
お
し
ゃ
べ
り
で
賑
や
か
な
生
き
物
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

〇
稚
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

脱
出
し
た
ば
か
り
の
稚
ガ
メ
が
街
灯
な
ど
の
光
源

に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
砂
浜
か
ら
道
路
に
出
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
街
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
て
し
ま
っ

た
稚
ガ
メ
を
見
つ
け
た
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

    

―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー ２―

２
８
３
０ 

夜
間
は
０
９
０-

１
４
６
１-

３
１
７
１ 

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ

ー) 【ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

  

 

第
二
回
「
ア
シ
ジ
ロ
の
に
お
い
」 

 
 

家
の
中
や
庭
で
、
小
さ
な
ア
リ
が
行
列
を
つ
く
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
し

か
す
る
と
、
そ
れ
は
ア
シ
ジ
ロ
ヒ
ラ
フ
シ
ア
リ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
父
島
で
は
１
９
７
０
年
代
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、
昔
か
ら
い
る
外
来
種
で
す
が
、
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
。
ほ
か
の
島
で
も

近
年
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
シ
ジ
ロ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
む
と
、
杏
仁
豆
腐
の
よ
う
な
独
特
の
に
お

い
が
す
る
の
で
す
。
家
に
入
っ
て
く
る
ア
リ
に
お
困
り

の
方
は
、
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
「あ
、
こ
れ
か
！
」

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
ア
リ
は
森
林
で
も
問
題
に
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
ル
ビ
ー
ロ
ウ
ム
シ
を
天
敵
か
ら
守
る
こ
と
で
増
殖

を
助
け
、
す
す
病
を
助
長
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。 

 

そ
こ
で
現
在
、
森
林
の
中
で
も
ア
シ
ジ
ロ
を
減
ら
す

方
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ア
リ
が
巣
に
持
ち
帰
る

「ベ
イ
ト
剤
」を
利
用
し
ま
す
が
、
小
笠
原
で
は
単
純

に
ア
リ
を
減
ら
せ
ば
よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
態
系
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
薬
剤
や
生
分
解
性
の

材
料
を
使
い
、
他
の
生
き
物
や
ネ
ズ
ミ
が
誤
っ
て
食
べ

に
く
い
ケ
ー
ス
の
利
用
も
試
し
て
い
ま
す
。 

 

身
近
な
ア
シ
ジ
ロ
を
知
る
こ
と
も
、
小
笠
原
の
自
然

を
守
る
第
一
歩
。
ま
ず
は
「あ
の
ア
リ
、
杏
仁
の
に
お

い
が
す
る
か
な
？
」と
、
少
し
気
に
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

                   

【文
】森
林
総
合
研
究
所 

砂
村
栄
力 

【写
真
】ベ
イ
ト
剤
と
ケ
ー
ス
を
使
っ
た
父
島
で
の
試

験
の
様
子 

             



皮膚科専門診療(～10/４) 南鳥島地層処分文献調査説明・議論の場(母島)

定期予防接種 都ノヤギ排除

都ノヤギ排除

『バード・アンダーグラウンド、 入港日
化石の鳥たちコンニチハ』講演会(父島) 南鳥島地層処分文献調査意見交換会(父島)

都ノヤギ排除 東京三弁護士会による法律相談(母島)

都ノヤギ排除

入港日 南鳥島地層処分文献調査意見交換会(父島)

境界地域研究ネットワークJAPANセミナー 東京三弁護士会による法律相談(父島)

都ノヤギ排除

原付免許学科試験 沖港における無電柱化事業説明会(母島)

母島巡回ペット診療・相談(～10/20)

出港日
行政相談所の開設

出港日 育児学級(おやつの会)(母島)

都ノヤギ排除

村ノヤギ駆除 親子教室(すくすくキッズ)(母島)

都ノヤギ排除

村民と議員の懇談会(母島) 電話による無料法律相談

都ノヤギ排除 都ノヤギ排除

村民と議員の懇談会(父島) 入港日
電動シニアカー講習・試乗会(母島)申込締切 ワクワクサイエンス教室

地形・地質視察会申込締切/都ノヤギ排除  都ノヤギ排除

入港日 ワクワクサイエンス教室

都ノヤギ排除 眼科専門診療(～10/26)(母島)

南鳥島地層処分文献調査勉強会(父島) 母島巡回労働相談

東京都小笠原移住定住促進住宅説明会(父島) 産科・婦人科専門診療(～10/29)(父島)

東京アプリ生活応援事業(父島)

地形・地質視察会(父島)

『ボニナイトから西之島まで』講演会(父島)

南鳥島地層処分文献調査勉強会(母島) 出港日
夢応援プロジェクト成果報告会 小笠原諸島森林生態系保護地域部会の開催

電動シニアカー講習・試乗会(母島)

東京都小笠原移住定住促進住宅説明会(母島)

東京アプリ生活応援事業(母島) 親子教室(すくすくキッズ)(父島)

地形・地質視察会(母島) 村ノヤギ駆除

『ボニナイトから西之島まで』講演会(母島)

出港日 おがさわら丸乗船券の予約・販売開始

都ノヤギ排除

南鳥島地層処分文献調査説明・議論の場(父島) 小笠原村健康診断予約受付(～11/13)

南鳥島地層処分文献調査意見交換会(父島) 眼科専門診療(～11/３)(父島)

村ノヤギ駆除 都ノヤギ排除

南鳥島地層処分文献調査意見交換会(父島) 産科・婦人科専門診療(母島)

都ノヤギ排除 都ノヤギ排除

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　２日・5日・7日・9日・14日・16日・19日・21日・23日・26日・28日・30日

16 金

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

木

3 土 18 日

金 17 土2

5 月 20

4 日 19 月

7

火

6 火

水 22 木

21 水

9

8

金 24 土

23 金木

25 日土10

11 日 26 月

月12

27 火

14

13

水

29 木

30 金

28 水

火

15 木 土31

10月のカレンダー

スポーツの日


